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原 啓介君の逝去を悼む
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啓介、お前とは大学入学以来からのイ」き合いだ

から、もう45年 のつきあいになる。お前は経済学

部、俺は工学部と学部は違ってはいたが、同じ航

空部で空に表)こ がれてグライダーの練習をやる仲

間として知 り合った、お前はグライダーの操縦は

卜手くそで 11級 には進めなった、しかし航空部|II

間の何が気に入ったのか、卒業までずっとlllL空部

に所属して、他では得いれない友人 l‐l係を続けて

きた、とりわけ、お前とは下宿が近いせいもあっ

て防L分 と行き来をしたもんだ。俺の部屋はいつも

清潔にしていたが、お前の部屋は万年床で、布団

の周りはいつもワタはこりが積っていた.そんな

中でお前がたまに読む小説の中でも特に太|卜治が

好きで、わざわざ人間失格の道化師のような素振

りを演じていたのには笑わされたよ、何しろ授業

をサボってマージャンとパチンコに1月け暮れてい

たのを知っていたから.

卒業してからもたまに飲みに行こうと約束して

も、“悪い悪い、マージャンすることになったん

で行けへんわ"と 断ってきよる、と思 うと、自分

の会社で新しい事業を模索しているので、背広を

買ってくれとか携帯電話を買ってくれとか、俺の

会社の電話をこの電話会社のものに変えろとかあ

つかましいことを
｀
|え然と頼んできよったなあ、そ

れでもそんな屈託の無いところが憎めなくて、俺

は何でも聞いてやったぞ、感訪|し とるか。肺がん

の治療で慈恵医大病院に入院しているときも、上

国は先生も看護婦も相手にしてくれないので寂し

いのか、イ可処かにドライブに連れてイ「けとか、j量

院してからも修斉キの俺の山に遊びに来たりとか、

結構元気になっていたのに、癌の転移が見つかっ

ても何とか負けずにlj cっ ていたのに、……

三ヶ月ほど前かなあ、おれに電話をしてきた時、
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平成 15年 12月 2日  l il没

ご遣族 妻、勝 r 様

“おれの葬式のときに、友人代表で挨拶してくれ

よ"と いってきた。りっかったわかった、あるこ

と無いことをいっばい言っといてやるかわ心配す

るな"と 言っておいた、それがこんなに早く来る

とは思わなかった、少し早やi量 ぎるよ、みんなそ

う′思っているよ。

でもなあ、俺は命の永遠を信じている、何しろ

一人の人間は60兆 もの細胞から成 り立っているい

しい、これは全世界人|¬ の60億 のまだその一万倍

にもなる1彰大な数だ、そして、 ‐人の人FH7のその
一つ ‐つの細胞の中に、全く同じ記号で書かれた、

30億 の記号の羅列があるらしい、それによって顔

かたちや性格や能力、そして人間の人間となるま

での何万年の歴史をも含めて記録されているらし

い、そしてそんな細胞たちが一致協力して一人の

人間を生かしているという、そんなすごいものが、

過去から未来にわたって突然途切れて、無くなっ

てしまうとはどうしても思えない、ある条件が|1崎

たされたら、同じ記号の羅列をした DNAを持つ

細胞が生まれ、また新しいイli命 として生まれてく

るに決まっている、いつそんな機会にめぐり合 う

か分からないが、そんなに遠いものとは思わないっ

またどこかで左肩を少し上げて、人生の虚無を

装って、格好をつけた若者が居たらお前だと思っ

て、また付き合ってあげるよ、お前には分からん

だろうが俺にはすぐわかるぞ。

家族、親類、友人、みんな早い別れを悲しんで

いるが、新しい弥介の出発と思って送 り|||そ う、

そのまんまの啓介に又会えるに違いないよ。

原啓介月のご冥福を深くお祈 りいたします。

「 ト 辛長



友よ、

追悼 加藤芳也君

平成15年 12月 17日  病没
ご遺族 妻、美絵了 様

加藤方也君さようなら、暫くお別れすることに

なったな。ご家族を愛し愛された君、仲間を愛し

愛された君。そして、こよなく愛し愛された空に

旅立った君。何時も明るい君の話し振 りは簡潔で

明晰、皆を納得させないことは無かった。私もい

ずれ君のいる空に行く。ゆっくり話をしような。

斉藤 良和

加藤芳也 ! 第二の人生迄進まぬ うちに再び滑

空生活を始めたと思ったら、あれよあれよと思 う

間もなく急激にのめり込んで海外にまで出向いて

飛んでいると聞いていたが、高度記録どころか、

とうとう俗人が届かぬ天国迄迄も引ってしまった。

現世での滞空時間の記録を忘れたか。あゝロマン

の人、加藤芳也 ! 佐藤 忠昭

彼のラストフライト(平成 15年 9月 7日 )の後で

くれたメールから彼を偲び、冥福を祈るЭ

「日日程日朝、倦怠感は強かったものの、お天気

は良し、飛びに行った。久しく滞空してなかった

から、内心今日こそはと思いつつ。B4で何とか

1200nlま で [1が り、ゆった りと漂った。 これだ

昭和 39年卒 同期一同

け浮いていれば本望とやがて着陸。82分飛んでい

た。ほんと、久し振 りの滞空だった.ま だまだ暑

い、貴公も無理するなよ。病人に言われたくない

か ?J こ7/Lか ら3ヶ 月、 平成 15年 12月 17日 彼は天

にケ1っ たの 鳥Hl ―英

加藤よ、貴様も又先を急ぐ ! いい加減にして

甲く降りて来い ! せっかちは昔からの悪いクセ

だ。死ぬ迄直いんぞ 1 彼岸フライトは俺たちに

は苦しくて、とてもそこまで上がれんよっいい加

減にして降りて来いっ窪
「
1も お前の腕にはもう勝

てぬと脱帽してるんだぞ―。そろそろ鳥円の勘忍

袋の緒が切れる。山上奉行の鍋も始まるぞ―。降り

てこぬ気なら皆で先に一 llNや るぞ― 槙原 俊二

「天保 3年大βし饉…Jこ の歌詞、同志社節最後

のクライマックス個所である。誰あろう、芳也が

部に持ち込んだ抱腹絶倒の歌である。合宿で、コ

ンパで声張り上げて歌ったЭそこには何時も音頭

を取る芳也の姿があった。もう ‐度歌いたかった
この歌。冥福を祈る。 青木 謙二郎

もう20年 も前、私が原因不明の関節炎と潰瘍性

大腸炎にかかり、車椅子生活を余儀なくされた時、

君は家族ぐるみで我々家族を励ましてくれた。君

が入院していることを知らなかったとは言え、何

もしてあげられなくて中し訳ありません。今こう

して生きていることの奇跡を大切にします。加藤

君有難 う。ご家族の皆さん有難 う。 丹羽 正拡

友よ、仲間をおいて何故にそんなに先を急ぐん

だ。約束したじゃないか、一緒に飛騨から南アル

プスを飛ぼうって、陸中の練習に苦しんだ八尾を

言ト



久し振 りに訪ねてみようって、それなのに何故 ?

俺は一体、誰と行けばいいんだよ。友よ、今日

は何処の空を飛んでいるんだい? 気流は静穏か
い? サーマルは出てるかい? 俺が行くまで待
ってろよ、このあわて者。 窪田 昌三

去年の今頃、たまたま思い立って電話するとい

つもの元気な加藤の声。だけど、聞いた話は仰天

ものだった。糖尿病という共通点があり、数回の

メールのやり取 り。だけど、年も越さずに逝って

しまうなんて。名古屋の万博に行こうと言ったじ

ゃないか。あまり、遠く迄行かずに近くのテルミ

ックで待っていてくれ。そして、万博の会場で会

おう。              山上 略太朗

窪田からの突然の電話は、全く予想もしなかっ

た加藤の言卜報だった。翔友の「オジン奮闘記Jで
の彼の飽くなき挑戦を読み、驚きと羨望の思いと

ともに、学生の頃の気性そのままだと懐かしく健

在振 りを確認していただけに、病気だったとは思

ってもいなかった。まだ早すぎる ! 本当に残念

だ。もっと手記の続きを読みたかった。

加藤 よ、安 らかに。 近藤 甲平

対面ス床上ノ君、痩躯黙ス。常ヲ装ヘ ド茶毘ノ

帰途不党涙下ル。友誼四十余年。翔友誌上、君ノ

青春再来ヲ知ルモ我間ウコトナシ、訪ウコトナシ。

漸愧此レ真ノ友タリシカト。現今君往奈辺。君ガ

含羞ノ眼顔褪セルコトナシ。栄国寺尊住二促サレ

拙墨写経一典ヲ大徳二託サントス。我願意、安養

ノ君二達クヤ達カザルヤ。コヒネガワクバ、ウケ

ヨ 。

これまで、言卜報llFlは 1頁が慣例

であったが、加藤芳也氏の追悼文

は同期全員から寄せられたため、

心を鬼にして削 りに削ったが、皆

さんの′亡ヾ1青を慮ると、これ以上削

るに忍びなく 1頁以内に納めるこ

とが出来なかった。異例となって

しまったことを、過去の言蹴 欄に

掲載された故人と、その追悼文執

筆者にお詫びし、ご了承を賜 りた

い。          編集長
豊浦 順真


